
様式１ 

ID: 

 
令和  年  月  日 

 

独立行政法人 日本学術振興会理事長 殿 

 

 

 

第 17回（令和 8(2026)年度）「日本学術振興会 育志賞」 

受賞候補者推薦名簿 

 

推薦機関名 

 

機関長名 

 

系 別 候補者氏名 在学研究科、学年 

人社系 

  

理工系 

  

生物系 

  

分野を 

問わないもの 

  

【推薦書に関する連絡担当者・連絡先】 

  所 在 地  〒  

 

  機関・担当部局名 

 

  担 当 者 名 

 

  連 絡 先  TEL:  

E-mail:  

システムから出力 

１機関につき１枚提出 

日本国内の機関であること 

（専門職大学院不可） 
機関長であること（個人推薦不可） 

・大学長推薦の場合は各系（各枠）２名まで（最大８名） 

※ただし各カテゴリの推薦が男性のみの場合は各１名まで 

 

・学会長推薦の場合は２名まで 

※ただし推薦が男性のみの場合は１名まで 

 

記載されている候補者全員分の様式２～４があるか。 

候補者氏名が一致するか。 

候補者本人ではないこと 
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様式２ 

                                  受付番号              

第17回（令和8(2026)年度） 

日本学術振興会 育志賞 

推 薦 書 

①系別 
1.人社系  2.理工系  3.生物系  

4.分野を問わないもの 

②専門分野 
 

 
 
候補者 

（ローマ字） 

（カタカナ） 

③氏   名 

（             ） 

（             ） 

 
④性別 

1.男 

2.女 
⑤国籍  

⑥生 年 月 日 
西暦    年  月  日 生 

（2026年 ４月 １日現在   歳） 

⑦学歴 

(1).西暦   年   月    大学    学部    学科卒 

(2).西暦   年   月    大学    大学院修士課程修了 

（        研究科        専攻） 

⑧博士の状況 

(1).入学年月：西暦   年   月   入学（5年制の場合進学）・編入学 

(2).大学院名： 

(3).研究科名： 

(4).専攻名： 

(5).課程種別：               

(6).休学期間合計：  年   月 

(7).2026年5月時点における在学年次：  

(8).博士に係る学歴の特記事項： 

(9).博士の追記事項 

⑨研究・職歴等 

(1)．西暦    年  月 ～    年  月 

(2)．西暦    年  月 ～    年  月 

(3)．西暦    年  月 ～    年  月 

(4)．西暦    年  月 ～    年  月 

 

⑩博士課程の研究テーマ（和文・英訳） 

（和文） 

 

（英訳） 

 

 

推薦機関 

推薦機関名 

 

機関長名 

 

本推薦書に関する連絡担当者・連絡先 

機関名：         部局：              

氏名： 

TEL:                      E-mail: 
 
推薦理由書 
(様式３) 

作成者２名 

Ａ 
所属機関名 

 

氏名 

Ｂ 
所属機関名 

 

氏名 

システムから出力 

記載があるか 

記入漏れがないか【様式改変不可】 ローマ字は名字（大文字のみ）が先 

日本以外も可 

⑦(2)より後か → 

入学年月と在学年次が一致しているか 

５年一貫制は３年次以上であること 

(8)(9)は記載がなくても良い 

特別研究員等のフェローシップを含む 

文字が途切れていないか（様式内に収

まらなければ手書き追記可能） 

※最大４件まで記入可能 

文字化けがないか 

日本国内の機関であること（専門職大学院不可） 

日本国内の機関であること（専門職大学院不可） 

機関長であること（個人推薦不可） 

職印は不要 

候補者本人ではないこと 

候補者の博士課程の研究指導者であること 

候補者本人ではないこと／機関長【不可】 

候補者本人の所属と同じか 

Ａと様式３－①、Ｂと様式３－②が一致するか 

１つ選択されているか 



第 17回（令和 8(2026)年度）日本学術振興会 育志賞               様式２ 

【候補者氏名         】 
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⑪推薦理由 ※２頁以内に収めること 

※ 研究内容のみならず研究に関連する多様な視点を含めて、候補者を推薦する理由を、推薦機関（

大学又は学術団体）における候補者の活動状況を踏まえ、推薦者（大学長又は学会長）の立場から独

自の観点で、記載してください。（休学中の者を推薦する際に、その特別な事情がある場合は、この欄

に記載することができます。） 

 

 

枠内は削除不可。削除

されている場合は様式

改変となります。 

 

英語での記載も可 

２ページ以内に収まっているか 

候補者と一致するか 

第 17回（令和 8(2026)年度）の様式を使用しているか。 
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候補者と一致するか 

英語での記載も可 

このページのみ空欄でも良い 

（ページ削除は不可） 

⑪推薦理由は３ページまでで終わっているか 

（３ページ目に記載がない場合も削除不可） 
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第17回（令和8(2026)年度）日本学術振興会 育志賞                 様式３－① 

推 薦 理 由 書 Ａ（研究指導者用） 

 

 

候補者氏名                

推薦理由書作成者名              

署 名 

（推薦理由書作成者） 

所属機関名 所属・職 

候補者との関係 博士課程の研究指導者 ＴＥＬ 

※１頁以内に収めること E-mail 

 

 

【候補者氏名         】 

※推薦理由書作成時にはこの枠を削除してください。 

 推薦理由書Ａの作成者は、候補者の所属研究科の担当指導教員としてください。 

候補者と一致するか 

様式２の１ページ目と一致するか 

署名があるか 

（電子画像可、手書きのみ可） 

英語での記載も可 

英語の場合は、Form 3-1に代えても良い 

（様式３－①と Form 3-1のどちらかがあれば良い） 

候補者と一致するか 

第 17回（令和 8(2026)年度）の様式を使用しているか。 

１ページ以内に収まっているか 



【Name of the nominee             】 
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17th (FY2026) JSPS Ikushi Prize                                                     Form 3-1 

Letter of Recommendation A (For completion by the Research Supervisor) 

 

Name of the nominee                   

Your name                        
Your 

signature 
 

Your affiliation:                                          Title:  

Your relationship to the nominee: PhD Research Supervisor     Phone number:  

*The text should fit on just one page.                        Email :  

 

 

 

*Delete this entire text box when completing this form. 

The individual completing the Letter of Recommendation A must be the nominee's 

research advisor at their graduate institution. 

候補者と一致するか 

様式２の１ページ目と一致するか 

署名があるか 

（電子画像可、手書きのみ可） 

様式３－①とForm 3-1のどちらかがあれば良い 

１ページ以内に収まっているか 

候補者と一致するか 

第 17回（令和 8(2026)年度）の様式を使用しているか。 
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第17回（令和8(2026)年度）日本学術振興会 育志賞                 様式３－② 

推 薦 理 由 書 Ｂ 

 

 

候補者氏名                

推薦理由書作成者名              

署 名 

（推薦理由書作成者） 

所属機関名 所属・職 

候補者との関係 ＴＥＬ 

※１頁以内に収めること E-mail 

 

 

【候補者氏名         】 

※推薦理由書作成時にはこの枠を削除してください。 

 推薦理由書Ｂの作成者は、推薦者又は候補者若しくは推薦理由書Ａの作成者と

同一人物ではない、候補者の研究をよく理解している研究者とします。 

候補者と一致するか 

様式２の１ページ目と一致するか 

署名があるか 

（電子画像可、手書きのみ可） 

英語での記載も可 

英語の場合は、Form 3-2に代えても良い 

（様式３－②とForm 3-2のどちらかがあれば良い） 

候補者と一致するか 

第 17回（令和 8(2026)年度）の様式を使用しているか。 

１ページ以内に収まっているか 



【Name of the nominee             】 
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17th (FY2026) JSPS Ikushi Prize                                                        Form 3-2 

Letter of Recommendation B 

 

Name of the nominee                   

Your name                        
Your 

signature 
 

Your affiliation:                                         Title:  

Your relationship to the nominee:   Phone number:  

*The text should fit on just one page.                        Email :  

 

 

*Delete this entire text box when completing this form. 

The individual completing the Letter of Recommendation B cannot be the 

recommender, the nominee, or the individual who completed the Letter of 

Recommendation A; it must be a researcher who has a thorough understanding of 

the nominee's research work. 

候補者と一致するか 

様式２の１ページ目と一致するか 

署名があるか 

（電子画像可、手書きのみ可） 

様式３－②とForm 3-2のどちらかがあれば良い 

１ページ以内に収まっているか 

候補者と一致するか 

第 17回（令和 8(2026)年度）の様式を使用しているか。 
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【候補者氏名         】 
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研 究 の 概 要 等 

※２頁以内に収めること。なお、以下の記載方法に関する記述の枠は削除不可。 

候補者自身が、本人の研究について、（１）背景や研究動機、（２）研究の進め方、（３）研究内容、（４）

研究の独創性とインパクト、（５）その他（研究活動上での困難（経済的なもの、研究施設が十分でないこと、

新型コロナウイルス感染症による影響等を含む）やその対応等）を記載してください。なお、研究内容の記載

の際には、必要に応じて発表論文等の研究業績を適宜引用（図表等を含めてもよい）しても構いません。 

 

 

  

 

枠内は削除不可。

削除されている場

合は様式改変とな

ります。 

以下、５つの内容の記載があるか 

（１） 背景や研究動機 

（２） 研究の進め方 

（３） 研究内容 

（４） 研究の独創性とインパクト 

（５） その他 

２ページ以内に収まっているか 

英語での記載も可 

候補者と一致するか 

第 17回（令和 8(2026)年度）の様式を使用しているか。 
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【候補者氏名         】 
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研究の概要等（つづき） 

 

 

候補者と一致するか 

７ページで終わっているか 

【ページ超過・削除不可】 

英語での記載も可 

第 17回（令和 8(2026)年度）の様式を使用しているか。 


